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私 の スケッチ ・ブ ック(7)

暖 の 文 化
国立民族学博物館

森 　明 子

◆暖 房 と 蓄 熱

　 人間の暖のと り方は、ところによって さま

ざまである。 『枕草子』 に、冬の朝 、炭 を も

って廊下をわた る姿 を描いた くだ りがある。

それが印象的で、私 は、日本に古 くか らある

暖房 とい うと、火鉢 を思い出す。

　 しか し正確 にい うと、火鉢 を暖房器具 とい

うのは間違 っている らしい。暖房 とは房(部

屋)を 温め るのであって、つま り部屋の温度

を上げることを意味す る。火鉢 は暖 をとる器
　 　 　 　 　 　 　 　 　 おき

具ではあるが、それは熾 に身をよせて暖をと

る、いってみれば焚 き火 と同 じ原理である。

むずか しい言葉を使 うと、熾の輻射熱を利用

する ということになる。

　 では暖房器具 はどこに、 と探 してみると、

日本では、暖房があ ま り発達 しなかったよう
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 い　ろ　り

だ。古 い日本家屋で暖 をとる装置は、囲炉裏、
　 　 　 こたつ　　　　　　　　　　　　　　　　　あんか　　かいろ

火鉢、炬燵である。湯たんぽや、行 火、懐炉

がこれを補った。石炭や薪、石油を燃料 とす

るス トーブは暖房器具であるが、それは大正

時代に入って北海道か ら普及 していった。

　 これに比べ る と、韓 国にはオン ドルがあ り、

ロ シアにはペチ カ、 イギ リスにはマ ン トル

ピースが古く からあ って、いずれ も室内の気

温 を上げる暖房器具である。 この中でマ ン ト

ル ピース以外 は、みな燃 える火をす っぽ り覆

う器具で、熱 い空気 をつか まえてはなさない。

マ ントル ピースは、燃焼 によって生 じた熱の

かな りの割合 を、煙突 から戸外へ逃が して し

まう。その分燃料 を必要 とするので、熱効率

か らみる と、マ ン トルピースはあ ま り優 れた

暖房器具 とはいえない。

　 オン ドルやペチカに共通するのは、蓄熱の

思想である。蓄熱 とは、燃焼 によって生 じる

熱 を蓄えて、燃焼が終わ ってか らも熱を利用

す る工夫である。 同 じように蓄熱 を工夫 した

暖房器具 として、 ドイツにカ ッヘルオーフェ

ンKachelofenが あ る。以 下で は、 カ ッヘル

オー フェンについて述べることにする。

◆ カ ッヘ ル オ ー フ ェ ン と は

　 カッヘ ルオーフェンは、土や レンガでつ く

った炉 の表面に タイルを施 した、据 え置 き式

の蓄熱器である。美 しい タイルを施 した大型

のカ ッヘ ルオーフェンには、美術的に価値の

高い もの もある。

　燃焼の炎 をす っぽ り覆って しまうことは、

図1　 カ ッヘ ル オー フ ェ ン と洗 濯 物

　 　 　 ドイ ツ(ラ イ プ ツ ィ ヒ博物 館)
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オ ン ドルやペチ カと同 じであ る。燃料 は薪が

一般 的だが
、泥炭な ども使 われる らしい。燃

焼熱 は蓄え られ、やがて外側の タイルの温度

をあげる。燃焼が終わってか らも、蓄 えられ

た熱は タイルを通 してゆっ くり輻射 され、部

屋 の温度 を暖めつづける。 カッヘルオー フェ

ンの暖房効果 は、 まことにゆ った りと してい

て、熱 しす ぎになるこ とはまずない。冷える

のもゆった りしているから、 タイルが冷 えき

って しまう前 に、再 び燃料 を入れて燃やす と

効果的である。 こうして じっ くり時 間をかけ

て温め られる部屋 の空気 は、む らな く暖かい。

　形は、半 円を伏せた形、円柱状 、塔の よう

な重層構造 、あ るいはす っきりとした直方体

などさまざまで、時代や所有者の階層、富、

趣味 を投影す る。取付 けは、居 住性の高い部

屋 に、壁 を背 にして置かれ るのがつ ねで、そ

れ には理由があ る。カ ッヘ ルオー フェ ンには、

「う しろあ き炉」Hinterladerofenと か 「外
だ

焚 き」Ausenheizerと いういい方 もあって、

燃料 を入れる焚 き口は、背後の、 しか も部屋

の外に設けられるのがふつ うである。つ まり、

部屋の壁 を突 き抜 けて部屋の外 に焚 き口があ

り、排 気口も壁 にぬける。

　 カッヘルオー フェ ンの歴史はひ じょうに古
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 かま
い。その原型は、粘土製のパ ン焼 き竈 に鉢を

はめ こんだもので、古代 ローマ時代 にすでに

使われていたとい う。 カッヘルオーフェンと

パ ン焼 き竈の結びつ きは、 ごく最近 までつづ

いていた。 カ ッヘルオーフェンの タイルの意

匠 は高度 に発達 し、ゴチ ックの後期の ころに

は、富裕 な家の富を顕示する装飾 になった。

彩色 タイルにレリーフを施 した豪華 な作品が

残 っていて、16世 紀半 ばに南チロルで作 られ

たルネ ッサ ンス様式 の作品は、 タイルに施 し

たレリーフが物語 りを表現する。 デザ インは

バ ロック、ロココな どの建築様式 とともに変

化 し、19世 紀 には市民階級の趣味 を投影 して、

図2 ガス トハ ウ スの カ ッヘ ルオ ー フ ェ ン

オー ス トリア

ベ ル リ ン式Berliner　 Ofenと 呼 ば れ る 白 タ イ

ル の質 素 な カ ッヘ ル オ ー フ ェ ンが好 まれ る よ

うに な る。

◆ 農 村 の カ ッヘ ル オ ー フ ェン

　ー方、農村の カッヘルオー フェ ンの多 くは、

緑 の平 らな タイルを使 っている。農家の居間

はシュ トゥーベ と呼ばれて、たいへ ん大 きい

空 間である。冬、暖房す るほ とん と唯 一の部

屋で、家人がみ なそこに集 まって仕事 をし、

談笑 した。カ ッヘルオーフェンは、暖かな シ

ュ トゥーベの象徴であったといってよい。

　 カ ッヘルオーフェ ンのまわ りには、ベ ンチ

を置 くことが多い。冬 、背中 を暖め なが ら座

るのはたいへ ん気持 ちが よい ものだ。その よ

うなカッヘルオー フェンは、人を招 く友好 的

な印象 を与 える。ガス トハ ウス(居 酒屋兼 レ

ス トラン)に 、 カッヘ ルオー フェ ンが今 も好

まれるのはこのためである。それは、なつか

しい居心地のよさを演 出す る。

　家庭の カッヘルオーフェンのまわ りには、

ベ ンチのかわ りに棒 をわた していることが多

かった。棒 は衣類 をかけるためである。 カッ

ヘ ルオー フェンの周囲は、冬期 、洗濯物 を干

す絶好の場所であった。 オース トリアで、私

が滞在 していた農村では、かつて どこの農家

にも、 ひとつかふたつのカッヘルオーフェ ン

が あった という。それが な くなったの は、家を
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新築 してか らである。1970年 ころか ら、村 の

どの家で も、電気や水道、セ ン トラル ヒーテ

ィングを備 えた新 しい家 を建てるようになっ

た。それ まで は、古 い家 にさまざまに手を入

れなが ら、100年 くらい住 んで きたのであ る。

現代的な設備や器具に対応 した新 しい家に移

った とき、カッヘルオーフェ ンが姿 を消 した。

　 農家のつ くりは、だいたい一定 していて、

古い家のカ ッヘルオーフェンの置 き方 もお よ

そ決 まっていた。家 にはいってす ぐの空 間は、

日本人の私た ちには廊下の ように見える前室

で、前室 と各部屋が ドアで通 じる。カ ッヘ ル

オー フェンは部屋の 中に置かれるが、前室 と

の境 の壁 に背中を向 けていて、前室 か ら焚 く

ようになっている。薪 などを燃料に して燃や

す場 合、その燃料 を入れた り灰 を掃 除 した り

するために、焚 き口はどうして も汚れる。部

屋の外 に焚 き口を設けたのは、部屋 を汚 さな

い工夫であ った。

　 ある女性の生家では、カ ッヘルオーフェン

の焚 き口は、前室の奥の台所スペースにあっ

た という。 このカ ッヘルオーフェ ンが 同時に

パ ン焼 き竈 を兼 ねていて、焚 き口の下 にパ ン

焼 き竈の口 もあった。部屋 に置かれたカッヘ

ルオーフェンは、手前の部屋 と奥 の寝室 との

境 目に位置 していて、一つの大 きなカ ッヘル

オーフェンで二つの部屋 を同時に暖め た。カ

ッヘ ルオーフェンの周囲には棒 を渡 してあっ

て、そこに洗濯物 をかけた。当時、子 どもの

服 は、教会用 と学校用 と家庭用 の3着 で、着

替 えはもっていなかった。汚れた服 を夜の う

ちに母が洗濯 し、 カッヘ ルオーフェンにかけ

てお く。朝 になると服は乾いていたとい う。

　現在 もカッヘ ルオーフェンをもっている家

庭 はあるが、その数は減 った。ただ し、小学

校で は、現在 もカッヘルオー フェンが使われ、

教室の ような大 きな空 間を暖房す るの に適 し

ている。教室 だけでな く、体操 の授業がある
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図3　 18世紀前半の農家の間取 り図3〕

　 　　オース トリア

ときは、体育館 も同様 に暖房するそうだ。た

しかに、冬はマイナス20℃ 前後に下が るこの

地方 では、体操の ときも暖房が必要 に違いな

い。燃料は薪であ る。

　私が興味深 かったのは、カッヘルオー フェ

ンを焚 く頻度である。毎 日授業 が終わ った午

後 、村か ら委託 された未亡人が翌 日の授業 の

ために焚 く。翌朝6時 にも学校 に行 って再 び

焚 く。そ うしなければ暖 か さを維持で きない。

ただ し2度 焚 けば、それ以上燃料 を補給 する

必要 はない という。このような焚 き方は、カ

ッヘ ルオーフェンの高 い蓄熱能力 を示 してい

る。 いちど温め られる となかなか温度が下が

らないが、ひとたび下が って しまった ら、再

び温度 を上げるのにひ じょうに長い時間がか

かる。そ こで毎 日2度 焚 くことによって、 タ

イルの温度 を一定に保 っているのである。 こ

れが もっとも効率的である。

◆ 手 間 の ゆ く え

　 カッヘルオー フェ ンの もた らす暖は、その

手 間、空間の大 きさ、かかる時 間、温度の高

さ、熱の質のすべてにおいて、日本人の暖 と

は異 なっている。そのような暖 を、 ドイッや

オース トリアの人が好 んでいることに注意 し

よう。彼 らが好んでいるのは、手軽 さ、早 さ

とい った現代世界における価値 と、逆行す る

ような暖の質である。



　 カ ッヘ ルオーフェンは、なんといっても、

燃料 を燃や してから暖か くなるまでの時 間が

長 い。器具の大 きさにもよるが、 タイルが暖

か くなるまでに、少 なくとも40分か ら1時 間

はかか るだろ う。それがやが て部屋 を暖か く

するまで には、さらに長い時 間を要する。暖

か くなったこ とに気づかないうちに、寒 くな

くなっている、とい うのが実際だ。熱す ぎた

として も、少 し温度 を下げようとい うような

芸 当はで きない。その ときは窓 を開ければよ

い。 これ を不便 と思 うか、快適 と思 うか。

　仮 に、私 たちが使 う石油 ス トーブで、同 じ

条件の部屋 を暖め ようとす るなら、石油 をひ

っき りなしに燃や さなければならない。それ

で も部屋は暖まらないだろう。外気 の温度が

たいへん低 く、暖めるそばか ら温度 は下げ ら

れる。 こうなると、石油 ス トーブは火鉢 と同

じように見えて くる。炎が直接あたる面 だけ

が暖かい。カ ッヘルオーフェンは、機能上、

必然的 に、この地方の気候 に適合 した器具だ

ということがで きる。

　 ただ し、明 日の暖のために、今 日のうちに

焚 いてお くというリズムは、機能 を理解す る

だけで獲得 で きる もの では ない。 これ は、

人々が 自分 たちの生活にカ ッヘルオーフェン

を しっか りと取 り込み、カ ッヘルオーフェン

に合わせて自分 たちの生活パ ター ンをつ くり、

暖房器具に自分の身体 を沿 わせた行為であ る。

こう してつ くられた リズムは、簡単 に リセ ッ

トで きる もので はない。暖 は、 このような生

活 のリズムの中におかれてい る。

　燃料 として薪が好 まれることにも言及 して

お こう。薪は手 間ひまのかか る燃料 であ る。

買 えばたいへ ん高い。自家で手 に入れるとな

ると、薪 をつ くるまでの手 間は相当な もので

ある。それに加 えて保存 、乾燥 、運搬 、掃除、

といった手間 もかかる。それで もみんな薪が

好 きだ とい う。 さらに、薪の燃料は暖か さが

ちが うともい う。薪で とる暖 は、乾いていて

心地 よく持続する。

　 人は薪で燃やす ための手間を楽 しみ、その

暖の質を楽 しみ、暖か くなるまでのゆった り

と流れる時間 を楽 しみ、そ して均等に包み込

むその暖か さにひたる。冬の長い ヨーロ ッパ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　いと

で、手 間ひまをかけることを厭わない人々は、

そ うしてつ くった暖 を、私 たちよ りもず っと

よく味 わい、楽 しんでいる ようにみえる。

　 こうしてみる と、石油 ファンヒー ターの な

ん と便利で早 くて素 っ気ないことか。薪の は

ぜ る音 もにおい もないかわ りに、 ときどき石

油のにおい を帯 びた風が襲 って くる。

　私 は、 カッヘルオー フェ ンがたいへ ん気 に

入ってい るのだけれ ど、これは、 日本の生活

にはあわないだろうと思っていることも白状

しておこう。 日本の冬の温度、家のつ くり、

部屋 のスペースがそれ を許 さない し、そ して

もっ とも重要なことだが、カ ッヘルオーフェ

ンが要求する生活 リズムに応 じるだけの余裕

が、今の私たちにはない。
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図4　 農家の畜舎前に積まれた薪材 スロヴェニア
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